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ＪＲ連合
　　総がかりの運動を
　　　強く広く
　　　　　展開しよう！

JR連合

JR連合

　

２
０
１
９
春
季
生
活
闘
争
に
お
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
７
単
組
が
妥
結
し
、
う
ち
５
単
組
で
ベ
ア
を

獲
得
し
た
。
ま
た
、
バ
ス
・
船
舶
関
係
な
ど
の
地
本
・
支
部
・
分
会
で
も
７
機
関
中
、
４
機
関

で
妥
結
し
、
定
昇
確
保
や
夏
季
手
当
、
制
度
改
善
な
ど
多
く
の
成
果
を
引
き
出
し
た
。

　

一
方
、
グ
ル
ー
プ
労
組
に
お
い
て
は
、
２
月
13
日
に
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
２
０
１
９

春
闘
総
決
起
集
会
を
開
催
し
、
加
盟
す
る
グ
ル
ー
プ
93
単
組
一
丸
と
な
っ
た
春
季
生
活
闘
争
に

む
け
た
意
思
統
一
を
図
っ
た
。

　

４
月
９
日
時
点
で
の
報
告
で
は
、
グ
ル
ー
プ
労
組
93
単
組
中
、
74
単
組
が
要
求
書
を
提
出
し
、

う
ち
妥
結
は
22
単
組
に
達
し
、
９
単
組
が
ベ
ア
を
獲
得
す
る
な
ど
、
総
合
生
活
改
善
に
資
す
る

成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

　

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
Ｊ
Ｒ
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
の
あ
る
べ
き
労
働
条
件
の
実
現
に
む
け
て
、

最
後
ま
で
各
単
組
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
く
。

第
19
回
統
一
地
方
選
挙

前
半
戦
全
員
当
選
の
勢
い
で

後
半
戦
必
勝
に
の
ぞ
む

神
戸
Ｃ
Ｓ
労
組【
３
月
７
日
妥
結
】

・
時
給
引
き
上
げ
20
円

・
年
度
末
一
時
金

・
報
労
品
の
支
給

Ｊ
Ｒ
西
日
本
交
通
サ
ー
ビ
ス
労
組

【
３
月
12
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

・
ベ
ア　

２
０
０
０
円

・
夏
季
手
当　

２
・
２
ヵ
月

・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
手
当
の
増
額

・
Ａ
社
員
、
Ｂ
社
員
の
給
与
体

　

系
・
年
間
臨
給
の
統
一

・
Ｊ
Ｒ
社
宅
借
受
促
進
キ
ャ
ン

　

ペ
ー
ン
引
越
費
用
負
担

京
都
駅
観
光
デ
パ
ー
ト
労
組

【
３
月
14
日
妥
結
】

・
年
間
臨
給　

４
・
４
ヵ
月

（
夏
季
１
・
76
ヵ
月
、
年
末
２

・
64
ヵ
月
）

Ｊ
Ｒ
西
日
本
カ
ス
タ
マ
ー
リ
レ
ー

シ
ョ
ン
ズ
労
組【
３
月
15
日
妥
結
】

・
時
給
引
き
上
げ

・
年
間
臨
給　

３
・
１
ヵ
月

　
（
主
任
以
上
は
３
・
４
ヵ
月
）

・
精
勤
手
当
（
契
約
社
員
）

・
慰
労
一
時
金

・
特
殊
勤
務
（
泊
勤
務
）
手
当

　

支
給
額
統
一

・
職
務
手
当
新
設

・
契
約
社
員
の
社
員
登
用
制
度

　

新
設

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
デ
イ
リ
ー
サ
ー
ビ

ス
ネ
ッ
ト
労
組【
３
月
15
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

・
年
齢
給
改
定

・
調
整
給
増
額

・
夏
季
手
当　

２
・
41
ヵ
月

・
店
長
特
別
手
当
増
額

・
保
存
休
暇
累
積
日
数
の
引
き

　

上
げ

・
半
休
制
度
の
使
用
事
由
拡
大

・
定
期
健
康
診
断
の
受
診
項
目

　

拡
大

・
帰
省
旅
費
見
直
し

・
嘱
託
社
員
待
遇
改
善

Ｊ
Ｒ
四
国
ホ
テ
ル
ズ
ユ
ニ
オ
ン

【
３
月
15
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

・
超
過
勤
務
手
当
（
公
休
日
を

　

除
く
）
の
時
間
単
価
改
定

Ｊ
Ｒ
徳
島
駅
ビ
ル
開
発
ユニ
オ
ン

【
３
月
15
日
妥
結
】

・
年
間
休
日
増
（
98
日
↓
１
０

４
日
）

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
商
事
労
組

【
３
月
18
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

・
ベ
ア　

１
０
０
０
円

・
年
間
臨
給　

５
・
04
ヵ
月

・
職
能
給
昇
給
逓
減
率
改
正

・
退
職
金
制
度
改
正

・
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
導
入

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
福
知
山
メ
ン

テ
ッ
ク
労
組
【
３
月
19
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

・
年
間
休
日
増（
72
日
↓
84
日
）

・
年
間
総
労
働
時
間
短
縮
（
５

　

分
／
日
）

Ｊ
Ｒ
西
日
本
レ
ン
タ
カ
ー
＆
リ
ー

ス
労
組   

【
３
月
19
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

・
ベ
ア　

１
０
０
０
円

・
夏
季
手
当　

１
・
７
ヵ
月
＋

　

５
０
０
０
０
円

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
マ
ル
ニッ
ク

ス
労
組    

【
３
月
20
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

・
ベ
ア　

１
０
０
０
円

・
時
給
引
き
上
げ
10
円

・
企
業
内
最
低
賃
金
改
定
（
大

　

阪
府
９
４
６
円
、
そ
れ
以
外

　

９
０
０
円
）

・
年
間
臨
給　

４
・
３
ヵ
月
＋

　

９
０
０
０
０
円

・
年
度
末
手
当

・
年
間
休
日
増
（
１
０
８
日
↓

　

１
１
２
日
）

・
配
偶
者
に
対
す
る
人
間
ド
ッ

　

ク
受
診
料
の
補
助
制
度
新
設

・
運
転
免
許
取
得
費
用
の
補
助

　

制
度
新
設

・
リ
ー
ダ
ー
、
チ
ー
フ
手
当
増
額

Ｊ
Ｒ
西
日
本
山
陰
開
発
労
組

【
３
月
22
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

・
ベ
ア　

１
０
０
０
円

・
時
給
引
き
上
げ

・
夏
季
手
当　

２
・
４
ヵ
月

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
米
子
メ
ン

テ
ッ
ク
労
組
【
３
月
22
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

・
年
間
臨
給　

４
・
２
ヵ
月

・
年
度
末
一
時
金

・
通
勤
手
当
増
額

・
人
間
ド
ッ
ク
受
診
制
度
新
設

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ

ト
岡
山
労
組【
３
月
25
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

・
ベ
ア　

５
０
０
円

・
時
給
引
き
上
げ
５
円

・
夏
季
手
当　

２
・
４
ヵ
月

・
半
休
制
度
の
使
用
事
由
拡
大

・
年
始
手
当
支
給
対
象
日
拡
大

・
パ
ー
ト
社
員
に
対
す
る
評
価

　

制
度
導
入

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
岡
山
メ
ン

テ
ッ
ク
労
組【
３
月
25
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

・
ベ
ア　

４
０
０
円

Ｊ
Ｒ
九
州
バ
ス
労
組

【
３
月
26
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

・
シニア
社
員
基
本
給
引
き
上
げ

・
ミ
ッ
ド
シ
ニ
ア
社
員
時
給
引

　

き
上
げ

・
脳
ド
ッ
ク
受
診
費
用
の
補
助

　

制
度
新
設

・
女
性
社
員
宿
泊
施
設
の
改
善

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ

ト
福
岡
労
組【
３
月
27
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

・
夏
季
手
当　

２
・
41
ヵ
月

・
住
宅
手
当
改
善

・
家
族
給（
２
人
目
以
降
の
子
）

　

の
増
額

広
成
建
設
労
組【３

月
28
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

・
ベ
ア　

１
０
０
０
円

・
年
間
臨
給　

２
・
５
ヵ
月

・
臨
時
一
時
金

・
社
員
旅
行
の
会
社
負
担
増
額

・
入
社
３
年
目
ま
で
の
社
員
へ

　

の
制
服
貸
与
数
増
加

大
鉄
工
業
労
組【３

月
29
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

・
ベ
ア　

１
２
０
０
円

・
年
度
末
一
時
金

Ｊ
Ｒ
九
州
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
ホ

テ
ル
労
組
【
３
月
29
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

・
夏
季
手
当　

１
・
25
ヵ
月

・
管
理
監
督
者
の
対
象
見
直
し

・
忌
引
休
暇
日
数
見
直
し

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
労
組
【
４
月
５
日
妥
結
】

・
定
期
昇
給　

実
施

・
雇
用
形
態
変
更
時
の
基
準
内

　

賃
金
（
日
額
）
引
き
上
げ

・
月
給
・
日
給
・
時
給
引
き
上
げ

・
年
度
末
一
時
金

・
賃
金
計
算
期
間
の
改
正

・
基
準
外
賃
金
の
整
理

・
一
時
金
計
算
期
間
の
改
正

・
洗
浄
作
業
手
当
、
班
長
代
行

　

手
当
増
額

山
本
悟
史
氏
（
香
川
県
議
会
）

　

４
月
７
日
、
第
19
回
統
一
地

方
選
挙
の
前
半
戦
の
投
票
日
を

迎
え
、
道
府
県
議
選
、
政
令
市

議
選
に
出
馬
し
た
Ｊ
Ｒ
連
合
地

方
議
員
団
連
絡
会
所
属
候
補
者

を
は
じ
め
と
す
る
推
薦
候
補
全

員
が
当
選
を
果
た
し
た
。

　

さ
ら
に
、
４
月
14
日
に
市
議

選
、
16
日
に
町
議
選
の
告
示
か

ら
、
21
日
の
投
開
票
日
に
む
け

た
選
挙
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
こ
の
間
、
加
盟

単
組
と
連
携
し
、
各
選
挙
の
推

薦
候
補
者
全
員
の
当
選
に
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

前
半
戦
で
の
全
員
当
選

の
結
果
を
勢
い
そ
の
ま

ま
に
、
後
半
戦
に
の
ぞ

ん
で
い
く
。

　

統
一
地
方
選
挙
で
の

勝
利
を
７
月
に
執
行
さ

れ
る
第
25
回
参
議
院
議

員
選
挙
の
必
勝
に
つ
な

げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
最
後
ま
で
、

一
丸
と
な
っ
て
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
く
。

道
・
県  

議
会
名  

候
補
者
名  

北
海
道

小
樽
市

林
下　

孤
芳 

北
海
道

池
田
町

春
井　

良
夫

福
岡
県 

大
牟
田
市

松
尾　

哲
也 

福
岡
県

田
川
市 

石
松　

和
幸 

福
岡
県

糸
田
町

松
瀬　

征
行 

熊
本
県

人
吉
市

宮
﨑　
　

保 

【推薦候補】     ４月21日投票

菅
原
和
忠
氏
（
北
海
道
議
会
）

柿
本
忠
則
氏
（
広
島
県
議
会
）

梶
原
英
樹
氏
（
京
都
府
議
会
）

河
合
洋
介
氏
（
愛
知
県
議
会
）

ＪＲ北労組
２ヵ月連続で新たな仲間
　３月19日、ＪＲ連合加盟ＪＲ北労組は五稜郭車両所で働
く仲間を迎え入れた。函館地区本部の日頃からの世話役活
動や民主化闘争の取り組みが実を結び、北鉄労から脱退し
ＪＲ北労組に加入するという勇気ある決断に至った。２月
の自動車支部に続く朗報に、今後ますますの組織強化・拡
大につなげていくべく、波及効果を生み出していかなけれ
ばならない。
　ＪＲ連合は加盟単組とともに、ＪＲ労働界の一元化にむ
けて、さらに勢いをつけながら取り組みを進めていく。Ｊ
Ｒ連合への総結集を果たしていこう。

２
０
１
９
春
季
生
活
闘
争【
グ
ル
ー
プ
労
組
】

す
べ
て
の
Ｊ
Ｒ
関
係
労
働
者
の

あ
る
べ
き
労
働
条
件
を
実
現
す
る

22
単
組
妥
結　

９
単
組
で
ベ
ア
獲
得

２
０
１
９
春
季
生
活
闘
争【
グ
ル
ー
プ
労
組
】

す
べ
て
の
Ｊ
Ｒ
関
係
労
働
者
の

あ
る
べ
き
労
働
条
件
を
実
現
す
る

22
単
組
妥
結　

９
単
組
で
ベ
ア
獲
得
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め
、
応
援
団
と
し
て
の
地
方
議

員
と
の
関
係
性
を
重
要
視
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
北
鉄
労
は
「
Ｆ
Ａ
Ｘ

ひ
び
き
１
８
４
５
号
」
（
２
月

12
日
付
）
で
、
北
海
道
議
会
議

員
候
補
を
は
じ
め
30
名
の
推
薦

を
明
ら
か
に
し
た
。
Ｊ
Ｒ
北
海

道
が
単
独
維
持
困
難
線
区
の
問

な
主
張
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
包
囲
網
を
張
り
巡

ら
し
、
対
処
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
、

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
地
方
議
員
団
連

絡
会
所
属
議
員
や
推
薦
候
補
者

の
必
勝
に
む
け
て
取
り
組
み
つ

つ
、
連
合
内
産
別
と
も
連
携
し
、

地
方
政
治
、
国
政
へ
の
働
き
か

け
を
強
化
し
て
い
く
。

海
ユ
ニ
オ
ン
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
と

と
も
に
、
大
宮
駅
前
に
お
い
て
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
入
社
式
に
参
加
す

る
新
入
社
員
へ
の
歓
迎
行
動
を

実
施
し
た
。
１
０
０
０
人
を
超

え
る
新
入
社
員
に
む
か
っ
て

「
入
社
お
め
で
と
う
」
と
声
を

掛
け
な
が
ら
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン

の
チ
ラ
シ
を
配
っ
た
。

　

４
月
５
日
、
Ｊ
Ｒ
北
労
組
中

央
本
部
及
び
札
幌
支
部
は
、
支

援
単
組
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ

オ
ン
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
と
と
も
に
、

札
幌
市
内
に
お
い
て
新
入
社
員

歓
迎
行
動
を
実
施
し
た
。
Ｊ
Ｒ

北
労
組
の
取
り
組
み
と
労
働
組

合
の
意
義
を
綴
っ
た
チ
ラ
シ
を

配
布
し
、
多
く
の
新
入
社
員
が

受
け
取
っ
た
。
あ
わ
せ
て
、
参

加
者
の
う
ち
営
業
関
係
で
学
習

会
を
開
催
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
業

務
課
題
等
に
つ
い
て
情
報
交
換

を
図
っ
た
。

◇

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
民
主
化
闘
争
完

遂
を
果
た
す
べ
く
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
と
ら
え
、
Ｊ
Ｒ
連
合
運

動
を
広
め
る
取
り
組
み
を
継
続

し
て
い
く
。

と
の
関
係
を
重
ん
じ
、
…
連
帯

し
て
応
援
し
て
い
き
ま
す
。
こ

の
10
人
の
候
補
者
を
擁
立
し
て

い
る
産
別
か
ら
私
達
へ
の
支
援

要
請
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が

今
の
Ｊ
Ｒ
総
連
に
対
す
る
評
価

だ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
自
覚

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ

た
模
様
。
し
か
し
、
聞
く
と
こ

ろ
に
よ
る
と
、
支・

援・

の・

申・

し・

出・

を・

複・

数・

の・

産・

別・

な・

ど・

に・

持・

ち・

か・

け・

た・

が・

、断・

ら・

れ・

た・

よ
う
で
あ
る
。

　

同
委
員
長
は
雑
誌
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
、
Ｊ
Ｒ
総
連
副
委
員

長
の
田
城
郁
氏
に
つ
い
て
「
現

時
点
で
は
比
例
区
の
次
点
（
２

０
１
５
年
参
院
選
比
例
区
当
選

次
点
）
で
す
の
で
、
後
援
会
も

存
続
し
て
お
り
、
先
ご
ろ
総
会

を
開
催
し
て
新
体
制
を
決
定
し

ま
し
た
。
繰
り
上
げ
当
選
し
た

場
合
に
対
応
で
き
る
体
制
は
整

え
て
い
ま
す
」
と
、
繰
り
上
げ

当
選
の
可
能
性
の
高
ま
り
を
示

唆
し
た
。
３
万
人
を
割
り
込
ん

だ
Ｊ
Ｒ
総
連
の
組
織
人
員
で
は

新
た
に
国
政
に
送
り
込
む
余
裕

が
な
く
な
っ
た
以
上
、
繰
り
上

げ
当
選
に
一
縷
の
望
み
を
託
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

今
後
、
地
方
議
会
や
国
会
に

お
い
て
、
Ｊ
Ｒ
総
連
の
一
方
的

げ
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
が

容
易
に
想
像
さ
れ
る
。

　

こ
の
間
、
政
府
や
警
察
公
安

当
局
か
ら
は
Ｊ
Ｒ
総
連
・
Ｊ
Ｒ

東
労
組
へ
の
革
マ
ル
派
浸
透
の

実
態
が
指
摘
さ
れ
続
け
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
で
も
、
最
高
裁
判

決
で
有
罪
が
確
定
し
た
浦
和
電

車
区
事
件
を
「
え
ん
罪
」
と
強

弁
す
る
こ
と
を
は
じ
め
、
Ｊ
Ｒ

各
社
の
「
企
業
体
質
を
暴
き
出

す
」
と
の
考
え
に
基
づ
い
て
、

自
ら
の
正
当
性
を
主
張
す
る
活

動
に
注
力
し
て
き
た
。
そ
の
た

し
た
が
、
う
ち
７
人
が
組
織
内
・

準
組
織
内
候
補
で
、
中
に
は
、

「
Ｊ
Ｒ
ひ
が
し
労
」
の
結
成
準

備
段
階
で
新
書
記
長
に
就
任
す

る
と
目
さ
れ
て
い
た
人
物
も
含

ま
れ
た
。
大
量
脱
退
以
前
は
、

各
地
域
に
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
組
合

員
数
が
相
当
数
存
在
し
、
一
定

の
票
田
と
し
て
、
地
方
議
員
と

の
関
係
を
築
い
て
き
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
組
合
員

数
が
激
減
し
た
地
本
な
ど
で
は
、

推
薦
し
た
と
こ
ろ
で
実
質
的
に

は
以
前
の
よ
う
に
票
を
積
み
上

　

４
月
８
日
、
Ｊ
Ｒ
総
連
は
、

統
一
地
方
選
挙
の
前
半
戦
（
４

月
７
日
投
開
票
）
で
の
推
薦
候

補
の
当
落
を
報
じ
た
。
統
一
地

方
選
挙
に
む
け
て
は
、
北
鉄
労

や
Ｊ
Ｒ
東
労
組
が
機
関
紙
な
ど

で
推
薦
候
補
者
を
明
ら
か
に
し

て
き
た
。
組
織
瓦
解
が
進
む
中
、

支
援
す
る
目
的
は
他
で
も
な
く
、

公
の
場
で
自
ら
の
組
織
を
肯
定

化
・
正
当
化
す
る
た
め
だ
。

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
「
緑
の
風
号

外
」
（
３
月
18
日
付
）
で
推
薦

候
補
者
60
人
超
の
氏
名
を
掲
載

特　集

自
ら
を
肯
定
化
す
る
た
め
の

地
方
選
・
参
院
選
の
支
援

民
主
化
闘
争 

52

た
。
こ
れ
を
目
に
見
え
る
形
で
実
践
し
共

感
し
て
も
ら
う
こ
と
が
、
他
労
組
組
合
員

が
脱
退
を
決
意
す
る
原
動
力
に
な
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
勇
気
を
持
っ
て
加
入
し
て
く

れ
た
仲
間
の
た
め
に
も
、
Ｊ
Ｒ
に
な
っ
て

加
入
し
て
き
た
組
合
員
に
何
を
引
き
継

ぎ
、
何
を
残
し
て
い
く
の
か
が
、
大
き
な

課
題
で
す
。
北
海
道
地
区
本
部
も
全
国
の

仲
間
の
み
な
さ
ん
と
共
に
安
全
の
確
立
、

民
主
化
闘
争
完
遂
、
組
織
拡
大
に
む
け
奮

闘
し
て
い
く
決
意
で
す
。

　

最
後
に
、
私
の
趣
味
・
楽
し
み
と
し

て
、
動
物
園
巡
り
が
大
好
き
で
、
夫
婦
で

時
間
が
あ
れ
ば
動
物
園
を
訪
れ
て
い
ま

す
。
全
国
に
は
、
約
１
０
０
の
動
物
園
が

あ
る
よ
う
で
、
ま
だ
ま
だ
先
の
長
い
話
で

す
が
、
目
標
は
全
国
の
動
物
園
を
訪
れ
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
安

全
第
一
、
健
康
第
一
で
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。

　

北
海
道
地
区
本
部
で
執
行
委
員
長
を
仰

せ
つ
か
っ
て
い
る
菊
地
克
敏
で
す
。
職
場

は
北
海
道
で
唯
一
の
車
両
所
で
あ
る
苗
穂

車
両
所
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
安
全
の
確
立
を
運
動
の
最

重
要
課
題
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
苗
穂

車
両
所
で
は
１
９
９
０
年
２
月
に
特
急
列

車
に
触
車
、
死
亡
労
災
事
故
が
発
生
。
さ

ら
に
、
２
０
１
７
年
の
九
州
千
早
操
作
場

で
の
死
亡
労
災
事
故
以
降
、
根
絶
に
向
け

た
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
北
海

道
で
今
年
１
月
あ
わ
や
死
亡
労
災
に
な
り

う
る
運
転
支
障
（
危
険
事
象
）
が
発
生
し

ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
自
分
達
の
職
場
を

検
証
し
、
「
労
災
は
絶
対
に
起
こ
さ
な

い
」
と
い
う
強
い
意
識
で
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
、
自
分
の
命
を
守
る
、
仲
間

の
命
を
守
る
、
家
族
の
笑
顔
を
守
る
こ
と

も
で
き
な
い
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。
悲
惨

な
事
故
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
と
い
う

強
い
決
意
と
自
分
た
ち
が
安
全
で
安
心
し

て
働
き
続
け
ら
れ
る
条
件
を
確
立
す
る
た

め
に
も
、
運
動
の
先
頭
に
立
ち
行
動
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
は
「
一
つ
の
目
標
に
対

し
、
み
ん
な
が
共
有
し
、
何
で
も
話
し
合

え
る
、
ス
ト
レ
ス
の
無
い
楽
し
い
組
合
に

し
よ
う
」
を
基
本
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

役員紹介

貨
物
鉄
産
労

　     

北
海
道
地
区
本
部

執
行
委
員
長

 

菊  

地  

克  

敏 

さ
ん

第
３
回
青
年
・
女
性
委
員
会

　
　
　
　

幹
事
・
地
協
代
表
者
学
習
会

労
働
組
合
の
役
割
や
必
要
性
を
浸
透

札幌市内のJR北海道社員研修センター
前での歓迎行動

大宮市内で行われたJR東日本入社式
会場前での歓迎行動

まっとうな労働組合としてのあるべき姿を共有
し、今後の活動に活かしていく

田城氏は議員時代も「革マル浸透」組織出身
が取り上げられている（「週刊文春」2010年9月2日号より）

２
０
１
９
年
度
新
入
社
員
に
む
け
た
歓
迎
行
動

と
も
に
遊
び

     

と
も
に
学
び

と
も
に
成
長
し
よ
う

題
を
公
表
し
て
以
降
、
北
鉄
労

は
国
鉄
改
革
の
ス
キ
ー
ム
が
問

題
で
あ
り
、
国
が
責
任
を
持
っ

て
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
公
的
資
金
を

投
入
す
べ
き
と
い
う
主
張
を
繰

り
返
し
て
き
た
。
今
後
、
推
薦

候
補
を
通
じ
て
各
議
会
で
の
主

張
を
繰
り
返
し
、
あ
た
か
も
北

海
道
の
民
意
で
あ
る
か
の
よ
う

に
展
開
す
る
動
き
が
一
層
活
発

化
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
総
連
の
榎
本
委

員
長
が
２
月
１
日
の
第
41
回
定

期
中
央
委
員
会
の
挨
拶
で
７
月

の
参
院
選
に
つ
い
て
触
れ
、

「
参
院
選
の
比
例
区
で
は
、
連

合
執
行
委
員
会
の
確
認
事
項
を

守
り
、
国
民
民
主
党
５
人
、
立

憲
民
主
党
５
人
、
計
10
人
の
候

補
者
を
応
援
し
ま
す
。
こ
れ
ま

で
通
り
党
よ
り
も
候
補
者
個
人

家族の幸せを大きくサポート

交通災害共済/生命共済/入院共済

共済でひろがる、
安心できる毎日。

しっかりと医療を保障する

生命共済/入院共済/総合医療共済

気になる費用。
気にせず治療。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/交通災害共済/入院共済

自然は強い。
共済も強い。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/
交通災害共済/入院共済

災害は避けられない。
安心はふやせる。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース みんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガードみんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガード

別
労
働
組
合
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
の

発
展
と
組
合
員
の
幸
せ
を
考
え

る
責
任
あ
る
労
働
組
合
で
あ
る

こ
と
を
表
明
し
た
う
え
で
、青
年

女
性
委
員
会
の
活
動
を
伝
え
た
。

◇

　

４
月
１
日
、
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ

ン
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
及
び
Ｊ
Ｒ
東

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
し
、
Ｊ
Ｒ
最
大
の
産
業

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
４
月
か
ら
Ｊ

Ｒ
に
入
社
す
る
仲
間
に
む
け
て

話
役
活
動
が
実
を
結
ん
だ
こ
と

に
つ
い
て
、
参
加
者
た
ち
は
自

ら
の
役
員
と
し
て
の
活
動
を
振

り
返
り
つ
つ
、
話
に
聞
き
入
っ

た
。

　

青
年
世
代
は
Ｊ
Ｒ
連
合
運
動

の
明
日
の
原
動
力
と
し
て
、
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
今

後
の
青
年
女
性
役
員
と
し
て
活

躍
に
む
け
て
、
今
回
学
ん
だ
内

容
を
活
か
す
と
と
も
に
、
さ
ら

な
る
成
長
に
つ
な
げ
、
Ｊ
Ｒ
連

合
の
次
代
を
担
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
引
き
続
き
青

年
女
性
活
動
を
活
性
化
し
つ
つ
、

Ｊ
Ｒ
連
合
の
取
り
組
む
組
織
課

題
や
政
策
課
題
へ
の
理
解
浸
透

と
共
有
を
図
る
べ
く
、
諸
行
動

を
展
開
し
て
い
く
。

長
を
講
師
に
招
き
、
講
演
を
受

け
た
。
中
山
部
長
か
ら
は
「
あ

る
べ
き
労
働
組
合
像
・
労
使
関

係
像
」
に
つ
い
て
、
こ
の
間
の

Ｊ
Ｒ
労
働
界
の
激
動
と
現
状
を

踏
ま
え
た
説
明
を
受
け
、
あ
ら

た
め
て
労
働
組
合
の
本
来
の
役

割
や
必
要
性
に
理
解
を
深
め
た
。

さ
ら
に
、
山
本
部
長
は
、
支
援

単
組
の
活
動
と
し
て
Ｊ
Ｒ
北
労

組
函
館
地
区
本
部
と
の
連
携
し

た
取
り
組
み
の
も
と
、
北
海
道
・

函
館
の
地
に
お
い
て
、
新
幹
線

職
場
で
は
じ
め
て
の
組
織
拡
大

を
成
し
遂
げ
た
際
の
具
体
的
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
語
っ
た
。

個
人
的
な
つ
な
が
り
を
持
ち
、

信
頼
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と

の
重
要
さ
、
そ
し
て
何
よ
り
函

館
地
区
本
部
の
日
頃
か
ら
の
世

女
性
委
員
会
幹
事
・
地
協
代
表

者
学
習
会
」
を
開
催
し
、
各
地

方
協
議
会
役
員
も
交
え
、
13
人

が
参
加
し
た
。

　

今
回のテ
ー

マ
は
「
組
織

に
つ
い
て
学

ぶ
」と
し
て
、

Ｊ
Ｒ
連
合
か

ら
中
山
耕
介

組
織
・
政
治

部
長
、
Ｊ
Ｒ

東
海
ユ
ニ
オ

ン
か
ら
山
本

康
平
組
織
部

　
Ｊ
Ｒ
連
合
青
年
・
女
性
委
員

会
は
、
３
月
31
日
、
都
内
に
お

い
て
「
第
３
回
Ｊ
Ｒ
連
合
青
年
・


